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45肥料年度の展望

遠藤正夫
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この7月から昭和45肥料年度がスタート致しま

した。今年は丁度，肥料が自由販売になって20年

現行肥料取締法制定以来20年，それに農林省肥料

課ができてから40年と区切りのよい年で，国際化

時代から宇宙時代へと，いわゆる1970年の初めの

年です。そこで当面の問題を展望してみましょう

1. 肥料価格安定等臨時措置法の

廃止期限の延長

この法律は昭和44年7月末日までに廃止するも

のとされていましたが，ひきつづき，肥料価格の

安定と輸出調整をはかるため，この法律の廃止期

間を 5年延長することとし，去る63国会で，延長

のための法律の一部改正が行われ， 5月16日法律

第62号で公布施行されました。

2. 安定法対象肥料に尿棄を追加

法律改正が行われるとともに，政令改正 (5月

28日， 政令第145号)を行って， 価格とりきめ並

に日本硫安輸出株式会社の取扱対象品目に尿素が

追加されました。従って昭和45肥料年度からは価

格とりきめには硫安とともに尿素が， また，輸出

会社も新年度から硫安のほかに尿素の一元的輸出

を行うこととなります。

これは，アンモニア系窒素肥料の需給が大幅に

変化し，尿素のウエートが増大しているためで，

昭和44肥料年度についてみますと，ア系肥料中生

産では5割，内需3割，輸出6割が尿素で占めら

れています。ァ γモニアの大型化に伴い，今後も

尿素の生産能力がふえ，硫安は副産，回収などパ

イプロダクト的傾向をとることと思われます。

なお，これに伴い，国内では商人系硫安単肥の

共同購入機関である中肥連(有限会社中央肥料元

売連盟〉において新年度から尿素単肥を取扱うこ

ととなり，商人系における硫安，尿素の市況安定

がはかられています。

3. 燐安関税割当措置

高度化成の原料である燐安については，今年の

と 科 昭和45年8月1日学

3月で関税割当が打切られることになっていまし

たが，これを本年12月まで延長することになりま

した。

これは，燐安の原料は燐酸液とアンモニアです

が，燐酸液の原料は燐鉱石と硫酸です。硫酸はこ

こ2，3年需給が逼迫〈ひっぱく〉していて，価格も

上っています。燐酸肥料工業の合理化には，原料で

ある硫酸合理化対策が確立されねばなりません。

このため，石油からの回収硫黄利用を含めた硫

酸合理化方策を確立して，この効果を発現させる

までの期間を考え，燐安の関税割当(一定量の輸

入は無税，それ以上は10%の関税がかかる。〉制

を本年12月まで，つづけることにしたものです。

昭和44年度の関税割当制度によlる輸入権(無税

のもの〉は29千トンでしたが， 45年度(4-12月〉

は39千トンです。これは外販燐安量の約2割で，

自由化を控え，大幅の輸入枢としたものです。

ア系肥料は輸出産業として，積極的に国際競争

に打勝つ態勢が必要ですが，燐酸肥料は輸出のウ

エ{トも小さく，輸入燐安の浸出に対し，防衛産

業的性格をもっているといえましよう。

4. 肥料の需給
(1) 肥料の需要

年々波動はあるものの，ここ10年年率4%の消

費成長を示してきた肥料需要も，昭和44肥料年度

では， N， Pとも 2-3%の減少を示しました。

これは，肥料消費の4割を占め， しかも年々肥料

集約度を高めつつある米作が，生産調整のため，

減反政策を余儀なくされたことによるものです。

Kは当初 肥料消費の増減率 〈対前年比〉

4-5%の減 昭和44s酔}年度|昭和45肥料年度

少がみこまれ ~ ~Z. ~%I ;22.! % 
P 98. 2 I 102. 7 

ていました K 104. 1 I 101. 8 
石灰質HI'l，斜 88.8 I 

が， 4-6月 豆、石灰質肥料のみ歴年

の出荷が大幅に増加し，年度として 4%アップに

なったもので， これは輸入価格の値上りを見越し

た中間需要の増加，特に塩加の原料用手当てが，

この期に集中したためとみられ，実需要はN，P 
同様減少しているとみられます。

こうした肥料年度の落込みに対し，新年度はい

かなる需要動向をとるかでありますが，米の生産

調整がひきつづき行われ，野菜，果樹，飼料作な

どの生長作物の消費増等を考え，一方，質的な面
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では良質米への転換，施肥配分の適正化などから

Nはほぼ横這い， Pは2.7%の増加(最近の化成

肥料銘柄が山型への移行傾向も考慮、)Kは， N， 

Pの中間程度の増加とみて，新年度は横ばいから

若干の上向きを予想したものであります。

農村就労人口の減少はなお，肥料の複合化を進

め， 44肥料年度ではN71%，P76%， K84%が複

合態であり， 45肥料年度においては，この率はさ

らに上昇するものとみられます。

長期的にみた肥料の需要はどうか。肥料需要に

最も関連の深い経済要因を幾っか析出し，これと

の相関において， コンピュータ{にかけ趨勢値計

算をした結果は， N 1 %， P 5 %， K 3 %の増加

度と出ました。

これは昭和51年度における農産物長期需要見通

しを先行指標とした，機械的計算による肥料消費

の年成長率で，ファクターのとり方はさらに吟味

される必要があります。しかし，いずれにせよ，

Pが増加度が高く， Nが低く， Kがその中間とい

う増加傾向がみられるようです。

(2) 肥料の供給

アンモニア生産能力は21%増加いたします。予

れは第二次アンモニア大型化計画8センターのう

ち6センターが新年度中に完成する予定であり，

従って需給パランスはーに，需要の6割以上を占

める輸出動向に左右されることと思われます。

石灰室素はカーバイト工業の採算，コストの値

上りからの供給減が予想されます。燐酸，加盟肥

料ともに価格の値上りがありますが，需要に即し

た供給態勢がとられるので，供給上の問題はあり

ません。

5. 肥料の価格

本肥料年度においては， 平均4.5%の値上りを

余儀なくされましたが，このうち 7~8 割は輸入

価格， または輸入原料等の値上りなどの，他動的

な要因によるものです。

肥料価格(生産者販価〉の前年比

44肥料年度 45肥料年度

N アンモニア素系
石灰窒
。to1ー2%
1.0 付的 11 4-. 29 Z % 

P 。 的 7.0% 

K 。
。的例帥) 1 2← 1 5% 3E 

化成肥謹料 4.6 
内1.2 4.0 
付 2.0 4. 7 

合計(平均〉 付1.5 のう 4.5 

硫安，尿素については，法律にもとづき45，46，2

カ年の長期協定が行われ，硫安は2カ年で25円，

尿素は35円の値下げが決定しております。

6. 肥料の流通

最近，肥料流通をめぐる情勢はきびしく，通運

料金，倉庫料金など公共料金の値上げが相ついで

おります。前者の肥料影響額は約12億，後者は3億

程度となっております。さらに今後は国鉄運賃の

公共割引が廃止されようとする動きがあります。

新年度，肥料価格は生産者，消費者双方の良識

によって極力値上げを低位に止めるよう努力され

ましたが，末端消費者は，ともすれば流通経費の増

嵩によって，さらに値上りする傾向にあります。

肥料の輸送，保管，荷役の合理化をはかり，肥

料の物的流通コスト引下が必要でしょう。

7. 肥料の消費

肥料の多様化，複合化，高成分化の傾向が， さ

らにひきつづくことになりますが，従来の量的増

産から質的なものへの転換，作物の品質との関連

から，選択購入の必要度が高まると思われます。

農家の側では米など農産物価格の据置きという

点から，農業所得の増大はのぞめず，施肥の効率

化が一層つよく望まれましよう。
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第 1表 野菜に対する窒素質肥料の肥効(関東東山各県農試〕

高冷地野菜の栽培

<完>

長野県園芸試験場浜島直巳

窒素の形態と生育，収量

高冷地野菜の主体をなすものは葉葉で， しか

もレタス，ハグサイ，キャベツなどの結球性野

菜が多い。これらの生育に最も一般的に関与す

るのは燐酸であるが， これは熟畑化の進行に伴

ない，それほど毎年多用の必要はなくなる。

やはり生育に直接関係が深いのは窒素肥料で

あり，火山灰で高冷地という立地条件，さらに

は対象になる野菜が葉菜であるという点にたっ

て，窒素形態を考慮する必要がある。

このことは，化成や複合肥料を選択するうえで

価格面だけでなく，それぞれの銘柄がもっ，本来

の基本的性格を把握し，その能力を十分発揮させ

るうえからも極めて重要視される点である。

火山灰と沖積土では，野菜の種類によって，窒

素形態による収量差があり，同一種類の野菜でも

窒素形態のちがいによる収量差が顕著である。表

1でも明らかなように，火山灰土ではホーレγソ

ウ， コマツナ，ヵ γラγ，などの葉菜には，硝安

が高い肥効をあげている。

野菜の生育と施用窒素の形態については，すで

に本誌6月号に岩田氏が，水・砂耕実験結果を詳

土質 肥料名
ホーレ コマ ノ、ク キャ ニン ダイ

ンソウ ツナ サイ ベツ
ナス
ンン コン

~* 安 100 100 100 100 100 100 100 

火 :¥11 iぇ 94 75 82 66 98 89 

111 石商 安 111 112 117 98 122 107 

JJえ 尿 素 107 91 114 99 100 118 107 

石灰窒素 106 55 92 113 112 105 

無窒素 65 63 37 88 61 79 67 

一卜't!t肥料名
ホーレ ノ、ク キャ

ナス
タマ ニン ダイ

ンソウ サイ ベツ ネギ ンン コン

研t 安 100 100 100 100 100 100 100 

tE; 主- 91 102 90 92 74 115 115 

積
石高 lぇ 105 117 132 108 115 99 108 

尿 素 77 114 115 102 124 97 98 

石灰窒素 34 101 122 119 114 105 101 

無窒素 20 16 12 24 29 25 4 

でいずれも石灰施用効果が現われている。

高冷地野菜では，夏季冷涼なことや，晩春低温

時使用などを考慮すると，硝安系の肥料を使うこ

とが有望視される。しかし硝安は流亡しやすいこ

とや，速効という点が他の形態と異なる点で，流

亡防止には元肥入れを10日も15日も前に行なわな

いこと。雨の多い時期の元肥をさけることなどの

配慮、が必要になろう。この特色をうまく活用し，

速効的な性格を追肥に利用することができる。

施肥量

一般に多肥多収という考えかたが強く，過用に

よる濃度障害や，収穫された品物が大きすぎるた

めの商品性の低下， さらには過繁茂による病害の

試園野長数己目量収と用連の料開』成lr』度高るす異を態形素窒表
向
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このことは.生育日数がキャベツ

の方がおよそ30日近く長いことや，

生育様相を異にすること，さらには

根群分布状態はもちろん，根の性質

のちがいによるものであろう。連用

干i以施JIJ
3 作(春) 4 作(秋) 5作(春) 6 f乍(秋)

議素形態
キャ ノ、ク キャ ノ、ク キャ ノ、ク キャ ノ、クの有力¥F，
ベツ サイ ペツ サイ ベツ サイ ベツ サイ

干I J以 100 100 100 100 100 100 100 100 
硫 '/，z'系

J1'.r; 1 i 11~ 85 102 98 97 87 114 82 130 

尿素系
干i Jj( 109 133 122 116 95 108 123 155 
j，H，F，干iIJ~ 114 124 96 107 77 121 95 151 

干'i N~ 81 113 101 99 95 111 103 157 
硝安系

j~，r， 干 i Jボ 84 100 104 94 86 60 111 136 

塩安系
石 ffc 89 115 109 101 90 64 106 138 

fl!¥r， 干iIjc 75 118 104 91 88 84 98 107 

1i J)~ 54 65 54 
石灰~素

JI¥r;干iN~ 48 82 63 96 
」

注:沖積砂漠土， 1年2作，石灰施用区は毎作付前PH6.2に矯正
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発生などが毎年問題になっている。

長野県の施肥改善協議会で設定した高冷地野菜

もちろん燐酸は全量元肥になる。つまり40'"'-'30%

の窒素と加里が追肥されることになる。

第3表 高冷地野菜の施肥基準例 (1964 :長野県施肥改善協議会〉
元肥はプラウ後全面散布し，10cm

程度の表層にロータリーで混和した

後， うね立て機で， 10'"'-'15cmの高

うねを作る。

u楳 フじ 肥 辺、t三， 
1『1-t1i 日

収量 :然素 燐椴 力11l1l 子長:素

キャベツ 5.0 t 10 -13 9-5 10 -13 7-9 

ハクサイ 6.5 14 -16 13-20 10 -13 6-7 

ホー レンソウ 1.5 10 -13 9 -15 9-11 6-7 

レ タ ス 3.0 9-11 18-25 15-19 4-5 

七ルリー 7.0 40 -48 35-45 44-52 30-32 

ハナヤサイ 2.5 17 -20 13-20 17-20 8 -10 

ダ イ コン 2.5 10 -12 13-18 13-17 4-5 

短恨ニン ジン 2.0 10 -13 17-25 10-13 8-9 

パレイ ショ 3.0 10 -13 13-18 8 -10 4-3 

ト マ 10.0 18 -20 19-26 17-19 19-23 

キュウリ 9.0 18 -20 23-30 17-19 19 -23 

ピーマン 5.0 17 -20 18-23 17 -19 11-13 

インゲン 2.0 10 -12 13-20 11-13 3-4 

イ チ ゴ 1.5 14 -17 18-25 10-13 4-5 

の施肥基準は表のとおりであるが， この後レタス

のように， さらに施肥量を減量したものもある。

a 
当

kC 

400 

1) 300 
~y. 
量

kg 

200 

100 

レタスの施肥量 〈長野県圏試・昭和40年〉

50 

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 
1 a ~'I リ チ y ソ 胤i肥鼠 ( kg )

施肥方法

葉茎菜や，みの早生ダイコンは，在圃期間が短

かく，キャベツ，ハクサイ， レタスなどは，定植

や播種後60'"'-'65日で収穫になる。 ダイコンでは

45'"'-'50日，セルリ ーでも70'"'-'90日で， 6'"'-' 9月が

在画期間になるものが多いため，最も適温に近か

い気温条件を経過するためである。こうした短か

い生育期間をもつため，施肥方法も元肥が主体で

直まきのハクサイ， レタス等も窒素，加里の60%

肥
堆肥

加 -'-.

3-4 

3 -4 

3 

11-18 

5-6 

5 -8 

3-4 

11-13 

11-13 

11-13 

3 

2 

1.5 

1.5 

5 

2 

1.2 

1.5 

1.5 

2 

2 

2 

1 

1 

7月の豪雨や雷雨対策と病害の発

生を防ぐためには，土面蒸発量の多

い火山灰では，単条高うねがどの品

目にも基本になっている。全面施肥

で失敗しやすいのは，深くロータリ

ーをかけすぎると，施肥層が広範に

なるため，施肥量の割合に肥効がで

ない。

追肥のねらいどころは，結球性野

菜では，最大生長期にあたる結球が

始まるころからの吸収に呼応できる

よう，結球始の少し前にうね聞に窒

素と加里をばらまく。

レタスで、は加藤氏の砂耕実験で，結球期に加里

の肥効を高めることが，充実したよい球が得られ

るとしてし、る。

このことは， ニ γジンでは，播種後60日ころ，

ダイコンでは25日ころ，セルリーでは心葉が立ち

はじめるころの，最大生長期に入るときに，十分

な肥効を追肥によって発揮させることと一致して

いる。

野辺山高原の直まきレタスポリマルチ栽培

このごろは直まきレタス，ハクサイなどに黒ポ

リマルチが普及しはじめており，今後大巾な通年

利用がなされる見込みである。ポリマルチ下で、は

流亡が少ないため，無マルチよりも25%くらい窒

素量を減じ，元肥1本でいける見込みであるが早

急にこの裏付けをせまられている。
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と 科
A主4

マー 昭和45年8月1日

ピーマンと緩効性肥料

茨城県園芸試験場

そ莱部長 丸川慎三

ピ{マンは， レタスやカリフラワーなどいわゆ

る洋莱に属し，市場では野菜と別に取り扱われて

いる。しかし現在では広く大衆化して， トマト同

様ふつうの野菜と変わるところはない。

東京市場における年次別取り扱い数量と価格を

みると，昭和36年1，610トン， 5，700万円にすぎな

かったものが， 44年には， 2万196トン， 29億4，703

万円に急上昇している。

このようにピ{マンの生産が伸びたのは，保健

的価値の高いことがあげられる。一方，生産者の

側からは，栽培や出荷の比較的容易なわりに，多

くの収益をあげているからであろう。

ピーマンの栽培で施肥の占める位置はきわめて

高いが，従来研究は少ない。しかし産地では，種

々工夫してかなり高い収量をあげているので，茨

城県における例を中心にして，現在行なわれてい

る施肥法と緩効性肥料の扱い方を述べてみたい。

こんご研究がさらに進んで，より合理的な施肥

法が確立されることを望むものである。

1. ピーマンの作型について

ピーマンの施肥法について述べるに際し， まず

現在どのような作型があるか示すことにしよう。

促成栽培〈ハウスの加温栽培〉

育苗は露地で行なうが，生育期間を通じて保温

施設の中で栽培され，低温の時期には加湿する作

型で，ハウスを利用する。

ピーマ γは果菜類の促成のなかでは， もっとも

第 1図促成栽培

高温を必要とするので，加温費の関係から，冬期

温暖で日照時間の多い高知県で発達し，一部宮崎

.鹿児島・千葉・茨城の諸県で行なわれている。

8月まきで苗床で無加温で育苗し， 10月ころ開

花直前の苗を定植する。収穫の早いものは11月か

ら始まり， 6月ころまで続けられる。 このように

収穫期間が長いので，収量は10アール当たり12ト

ン位あがる。

半促成栽培(ハウス栽培〉

収穫期の前半は保温施設を利用するが， 後半は

気温が上がるため保温の必要がな く，自然の気温

下で収穫をつづける。

このあと，関西地方のように，夏までに収穫を

打ち切るところと，関東地方のように秋から冬に

かけて再び保温して抑制を兼ねるところがある。

第 2図半促成栽培

施設としてビニールハウスが利用されるが，ハ

ウスの型式はパイプを用いるものが多い。

茨城県では， 12月に播種して 3月に定植し， 5 

月から途中 7"""'8月に，更新せん定のため一時中

断するが， 12月まで収穫し， 10アール当たり 8ト

ン位の収量をあげる。

トレネル早熟栽培

苗を温床でつくった後， ビニールなどのトンネ

第 3図 トンネル栽培
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ノレ内へ定植し気温が充分高かまるまで保護する。

ふつうのところでは， 1月上中旬に播種し， 4 

月上中旬に定植する。収穫は 5月から始まり， 6 

"""'7月がピークになる。

このあと，関西地方では7月末ころから 8月に

かけて収穫を打ち切るが，関東地方では夏を越し

て11月ころまで収穫をつづける。この場合で5ト

ン位の収量があがる。

露地栽培

温床内で育てた苗を 5月に定植し 6月から収穫

を始め，霜で樹が傷むまで収穫を続ける。単価の

もっとも低い時期なので，品質本位とし，収量も

極力多くあがるようにする。 10アール当たり 6......，

7トンが多い。

2. ピーマンの肥料に対する特性

前述の作型で述べたように，第ーにはピ{マン

の生育期間は，他の果菜に比べると非常に長いこ

とである。とくに促成や半促成栽培は， 1年近い

問圃場にある。

次に， ピーマ γは非常に多肥性である。スイカ

やトマトなどは，初期に肥料とくにチッソが効き

すきyると，いわゆるツルポケ現象を起すが， ピー

マンはそのようなことがほとんど見られない。肥

料が不足すると樹勢がいちじるしく劣え，着果歩

合が低下する。

このようにピーマンは，生育の初期から収穫が

終えるまで非常に長い期間，肥効が絶えず切れな

い状態が望ましい。したがって，従来菜種粕など

の有機質肥料が多用されていた。

3. ピーマンと緩効性肥料

前述のように， ピーマンの肥料として菜種粕の

ような有機質肥料の効果は大きく，現在でも高知

県の促成栽培では多用されている。しかし価格が

きわめて割高であり， また一時に多量に施すと，

濃度障害を起こす恐れが多い。

これらの問題を解決するために，最近各種の緩

効性肥料が開発されてきた。

ホルム窒素…一般には「ウレアホルム」と称し

ている。尿素とホルムアノレデヒドの結合物で，水

によっても少しは分解するが，主として土の微生

物で分解してアンモニアを出し肥効が出る。

1 B…この物質の頭文字をとったもので， 1 B 

DUともいう。イソプチノレアノレデヒドと尿素をつ

けたもので，水の中で次第に分解してゆく。この

ため肥料の粒の大きさ，回さで効き方が早くなっ

たり遅くなったりする。

CDU…1 Bと同じく頭文字をとって名前がつ

いたもので，尿素とアセトアノレデヒドまたはグロ

トγアルデヒドからつくられる。最初のウレアホ

ルムと同じように，主として徴生物で分解するよ

うである。生育初期の濃度障害を避けるには，非

常に適している。ウレアホルムもそうであるが，

このように徴生物で分解して肥効があらわれるも

のは，夏作と冬作では緩効度が異なってくる。

これらの緩効性肥料とピーマ γの生育・収量と

の関係について試験の結果，ほぽ目的に合致する

ことが分かり，数年前から実用化されている。現

在茨城県鹿島地方のピーマ γの産地では，作型と

しては半促成栽培が多いが， CDUが約200トン，

IBが約30......，40トγ用いられている。

当地方に多い半促成栽培で，神栖地区農業改良

普及所と鹿島南部農業振興協議会で発行した施肥

量の指針は別表のとおりである。

緩効性チッソは元肥の全量から見れば多くはな

いが，この地方は鶏糞のような自給肥料の入手が

容易であり，また従来から用いられている石灰窒

素から離れられないので止むを得ないのであろう

こんご労力がいっそう不足し，また鶏糞などの

自給肥料の入手が困難になれば，緩効性肥料に対

する依存度は高かまるものと思われる。

パイプハウス栽培の施肥量 kg /10a 砂丘地併収量.目標 8000kg

肥料名 成分
丸二

{寺

A~ 

肥 1古着A~
追 !~ 1珊者

ワラ kg 堆 1巴 ①制醜をllii水の

8ω-1∞o 1叩Og とき 5∞倍以ー1:1こ
うすめ10-15日お

鶏 糞 3.0，2.5，1.5 3∞ きに追肥する

②液!~源の l 聞の

石灰窒素 21 60 
施!~量は 5-10K 定植1カ月前

f1度 全面l散布

くみあい

C凶尿素複合燐加安
15， 15， 15 60 60 

重 燐 機 35 60 
定植1カ月前

全面散布

塩 加 60 25 

炭般若土石灰 ω-!(旧
定植1カlIiiil

全i自i散唱i

液 !~ 源 20，12， 16 

一 一一一元肥三要素成分 N 39 P 20. 46. 1 K 2 0 37.5 
⑪①待肥はrjJ60cm，i奈さ25cmの溝を掘り施用する
② f舌着肥は株元中心に10月前に施用
③炭酸苦土石灰は酸度検定の結果PHを6になるよう使用する。
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と 科 昭和45年8月1日

新しい農薬と

その使い方(完〉

農業技術研究所

能勢和夫

有機塩素剤， リン酸エステル剤，カルバミン酸

エステル剤の 3系統が殺虫剤の柱であった。

しかし，有機塩素剤は分解が遅く，分解生成物

も脂溶性で肝臓などに蓄積する心配があり，一

方，分析技術が非常に発達しPPb以下の濃度まで

検出されるようになったため，使用規制がきびし

くなり，だいぶ影がうすくなった。

PPbとは10億分のいくつという数字で， 46haか

ら収穫される玄米中に1粒の変色米を見つけ出す

計算になる(千粉量23g，収量500k毎:j10aとして。〉

リγ酸エステル系のTEPP，パラチオンもや

はり人畜毒性が大きいため発売されなくなり， も

っと低毒性のものに置き換わっている。

大きく分けると，

i) E P N，ダイアジノン，パイジツト，ス

ミチオン， PA P (エルサン，パプチオン)， PM 

P(アッパ)，ビ=フェートのようにニカメイチュ

ウやヨトウのような大型の虫にも， ウンカ，アブ

ラムシ，ダニのような小型の虫にも効果のあるも

の。ただし，ダニには天敵を同時に殺すので，一

時殺しても回復し，かえって増殖する場合が多

い。このほか， DDVP， DEP，サイアノック
ス，サリチオンはアオムシなど野菜，果樹の大型

の虫と小型の虫に効く。これらは接触毒よりも食

毒による面が大きい。

ii)ウγカ，アブラムシ，ダニなど小型の虫に

だけ効くものには， マラソン， ジメトエー卜，

エチルチオメトン， (ダイシストン， エカチンT

D) ，キルパール，ジブロム，エチオンなどがあ
る。

これらは速効性で接触毒と吸汁毒と両作用があ

る。浸透性が主でアプラムシ，ダニを対象にする

ものには，メタシス卜‘yクス，エカチン，アンチ

オ， )L，.ピド‘Yクス，メナゾンがある。

iii) 特種な用途としてカイガラムシに効くも

のにアミホス，スプラサイドがある。後者はモモ

学

シンクイガ，ハマキム、ン，アプラムシなど，前者

はダニにも効果がある。

iv)ダイシス卜ン， E S P 208， V C，エスセブ
ンなど，土壌処理により効果のあるものについて

は既に述べた(その 3)。

カルパミン酸エステノレ系は窒素を含む物質で，

発ガγ性については特に念入りな検討を要するは

ずの系統であるが，分解が速く，分解生成物は水

溶性で人畜に蓄積する傾向がなく，超微量分析法

も見出されていないといった事情で，大目に見ら

れている。

メイチュウに効くものはなく， ウンカ， ヨコパ

イを対象とするデナポン，ホ‘Yブサイド，サンサ

イド，力一パノレート，ミブシン，ハイドロー

ル，メオパール，ツマサイド，パ、yサ，マクパー

ルなどがある。

このうちデナポン，ハイドロールはアオム、ン，

ヨトウなどにも効果がある。

リン酸エステル系，カルパミン酸エステル系の

作用点は，共にコリンエステラーゼ阻害作用にあ

るが， これとは全く異る機作の神経遮断によるの

がパダンで，メイチュウやコプノメイガに有効で

ある。釣餌のイソメの死体からできる毒素から導

かれた農薬で，注目されている。また，殺ダニ剤

のブレチンがメイチュウに有効なことが判り，今

後が期待されている。

殺ダニ剤の種類は多く20種類に近い。ダニの世

代回転が速いため， 1種類の薬を連用していたの

では，直ぐ抵抗性が発達し効かなくなってしまう。

抵抗性をつけないためには，薬のローテーショ

ンを上手に組み合せ，同じ系統のものは年1回に

止めるよう心掛けなければならない。

殺ダニ剤にはケルセン，ネオサツピラン，アカ

ール，クロルマイト，テデオン，エラジ卜ン，ブ

レチンなどあるが，このほかリン酸エステル系の

フエンカブトン，デルナヴフ，マイトメー卜，フ

ッ素剤のニツソールなどもローテ{ションに組み

入れる。

6回にわたり連載致しました，能勢和夫先生の
‘新しい農薬とその使い方、は本号を以て終り

ました。もし質問でもあれば，編集部あてご連

絡下さい。
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農業経営を支えるもの

寄与作物は移り変わる

去る 6月下旬，農林省が公表した昭44年の全国 l戸当

りの概算農家所得(農業所得と農外所得とを合計したも

の〉の平均額は120万7，400円となっている。 43年の 112

万5，700円にくらべると 8万1，700円 (7.3%)上回ゥて

いるが， 43年の伸び率9.3%にくらべると 2ポイント下

回っている。

43， 44年の農業収支は別表のとおりであるが，ここに

は各項目につき， 43， 44年のそれぞれを対比するととも

に，何が農家経済を支えているか，何が農業経営の柱と

なっているかを検討してみたい。

農業経営構造の変せん

員において 0.2ポイント，農業従業者において 0.34ポイ

γ トという大幅の低下には，相関関係があり，農業労働

力の流出が続いているとみなければなるまい。

農家経済の収支概算 (44年度〉

農家経済の収支概算は別表のとおりだが，これを項目

別にみると次のようである。

概算農業所得概算農家所得のうち，概算農業所得は

52万600円で，前年の 52万7，000円より 6，400円減少(12

%) した。

これは，概算粗収益の伸びが4，3%だったのに対し，

概算農業経営費の伸びが11.6%となっためである。(つ

まり農業経営費が農業粗収益の伸び率より 7.3%も上回

ったからである。〉

概算農外所得 これに対して，概算農外所得は68万

6，800円と，取年の59万8，700円より8万8，100円(14.7%)

と伸びた。

この原因は，前年と同様に労賃，俸給などの賃金収入

の増加によるものである。

このように概算農外所得が増加したのに，概算農業所

得が減少したため，概算農家所得に占める農外所得の割

合は，前年の53.2%から56.9%に上昇し，農外所得に依

存する傾向がますます強くなるようである。

農家の家計費農家の家計費は106万3，500円で，前年

本論に入る前に，わ

が国の農業経営構造が

40年を起点としてどの

ように推移しているか

を表示してみよう。

〉ベヒ 価額(千円) 三六¥1L価額(千円)

この表でハッキリ判

ることは，昭和43年度

まで〈多少の凸凹はあ

っても〉大体同じよう

な経過を示していた世

帯員数と農業従業者が

43年度を境に低下した

のに対し，経営耕地面

積は， 42年度に 108.6

(a)と 108(a)台

乗せした以後殆んど変

化が見られないことで

ある。

少人数の農業従業者

で同一耕地面積を経営

することは，機械化，

省力化などが浸透した

結果であろうが，世帯

概 l農業所得
{農外所得
算 l農家所得
組税公諜諸負担
出稼被贈扶助努;収入
可処分所得
家計費
農家経済余剰
農業組収益
①農業収入(販売)
稲 作
うj政府売り
ちl自由売り
支
いも類
型f 来:
果樹
工芸作物
養蚕
畜産収入
にわとり実鳥gl1
牛 乳
養豚
その他の資産
その他の農業収入
②生産現物家言|・消費
③年間で計上すべき推定額

I (概算)
43年 I44年

527.0 
598.7 
1，125.7 
100.4 
122.7 
1，148.0 
958.0 
190.0 
926.1 
758.5 
307.9 
276.0 
29.4 
15.5 
9.9 
85.9 
50.7 
48.9 
25.0 
182.2 
63.0 
51. 7 
47.0 
20.5 
32.5 
127.0 
40.6 

520.6 
686.8 
1，207.4 
111.8 
144.0 
1，239.6 
1，063.5 
176.1 
965.8 
791. 8 
304.7 
265.2 
35.8 
11. 0 
10.7 
99.7 
65.7 
45.2 
22.8 
198.3 
73.2 
60.4 
51. 2 
13.5 
33.7 
128.8 
45.2 

農業経営費

①農業支出(購入支払)

肥 料
飼料

農業薬剤

小農具、農具修繕

農用建物維t.1修繕
その他農業支/1'，

②減iilli償却引当
③年間で計上すべき推定制
農外収入
農外事業讐;

労賃俸給
ぞu長物家言|消 ~J(

年liilで言I'_J-.すべき推定額
農外支出

農外支出(購入支払)

減 iilli償却ヲ|当
年1mで計上すべき推定相
家計費

三乞 山(購入支払)
飲食資

被服費
その他家言，.，支出

生産物家計消費

減 iilli償却引当
年間で計上すべき推定額

I (概算)
43年 I 44 ij'-

399.1 
278.4 
46.1 
89.8 
18.4 
13.0 
4: 7 
106.4 
120.5 
0.2 
664.8 
111. 2 
511. 7 
9.1 
32.8 
66.1 
61. 3 
4.8 

958.0 
749.9 
180.7 
94.7 
474.5 
136.1 
72.0 

445.2 
302.6 
45.4 
107.6 
19.7 
13.9 
4.6 
111. 4 
141. 7 
0.9 
773.5 
129.9 
600.4 
9.0 
34.2 
86.7 
79.2 
77.5 

1，063.5 
848.4 
202.4 
103.1 
542.9 
137.9 
77.2 

1. 概算農業所得=農業粗収益ー農業経営費，概算農業所得=農外収入ー農林支出，概算農家所得=概算農業所得+概算
農外所得，可処分所得=概算農家所得+出稼被贈扶助等の収入ー租税公課諸負担，経済余剰=可処分所得一家計費
2. 農業粗収益の(3)年間で計上すべき推定額には，育成中の動植物の成長による増加額および未処分農産物の増減額，
売掛未入収金場加額の推定額を計上したい。
3. 農業経営費の(3)年間で計上すべき推定額には，生産資材の在庫増減額，未払金の矯減額の推定額を計上している。
4. 農外収入の年間で計上すべき推定額には，地代・利子配当収入のほか未収入金増減額の推定額を計上している。
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の95万8，000円より10万5，500円 (11.0%)も伸びた。も

っともこの1年間に農村消費者物価は4.7%上昇している

ので，実質的には6.3%の伸びである。なお，これは前年

の実質伸び率5.5%を0.8ポイント上回っている。

概算農家経済余剰は17万6，100円で，前年より1万3，900

円(7.4%)の減少で，これは43年度に引続いて減少した

ことになる。

次に，これらの各項目を内容的にみると，次のとおり

である。

① 農家粗収入

全国農家1戸当り平均で96万5，800凡前年より 3万

9， 700円 (4.3%)増加した。

米 このうちの主要作目は稲作で，その販売収入は，

30万4，700円だが，これは前年より3，200円(1.0%)の減

少である。その原因は生産量が前年より減少したためと

みられ，政府への売り渡しは26万5，200円であるが，こ

れは前年より 1万800円 (3.9%)の減少である。

これに対し，自主流通米を含めた米の自由販売収入は

3万5，800円で，前年より6，400円 (21.7%)の増加であ

る。

野菜野菜の販売収入は9万9，700円で，前年より 1万

3，800円(16.1%)増加した。その原因は， 6月以降の天

候不順で，生産が減少して価格が反騰したためとみられ

る。

果実果実の販売収入は6万5，700円で，前年より 1万

5，000円(29.6%)増加した。これは野菜と同様，市場出

回り量の減少から，価格が上昇したためである。

養蚕養蚕収入は2万2，800円で，前年より 2，200円

(8.7%)減少した。これは凍霜害などのため桑の生産

量が減少したほか，繭価が前年並みに推移したことが主

な原因らしい。

畜産畜産収入は 19万8，300円で，前年より 1万6，100 

円(8.8%)の増加である。

このうち牛乳の販売収入は，販売量の増加と値上りで

6万400円(前年より16.9%増加〉となり，鶏卵も販売量

の増加から21.2%増加している。

養豚収入は5万1，221円で，前年比9.0%の増加。これ

は出荷頭数の増加と，価格の上昇によるとみられる。

以上のように， 44年度の農業収入は，野菜，畜産部門

で増加したが，米，養蚕などが減収したため，総合的に

は前年の4.4%増にとどまった。(これは前年の伸び率

6.3%より1.9ポイントの低下である。〉

②農業経営費

全国農家1戸当り概算農業経営費は，平均44万5，200円

で，前年より4万6，100円 (11.6%)増である。

各費目別内訳は飼料費10万7，600円でl万7，800円(11.6

と 科 昭和45年8月1日
戸主4

てr

%)の増加。動物費は 1，800円(12.2%)増加した。また

農薬費は1万9，700円で， 1，300円(6.8%)増加した。この

ほか諸材料，加工原料，雇用労賃，小農具および農具修

繕費なども前年より増加したが，いずれも前年の伸び率

を下回り， 5"-'7 %の増加にとどまった。

③ 農外収支

農外収入は77万3，500円，農外支出は8万6，700円で，

前年にくらべ農外収入が10万8，700円(16.3%)と伸びた

のに対し，農外支出も 2万600円(31.2?iJ')と大幅に増加

した。

なお，農外収入が増加したのは，その8割を占める労

賃，俸給などの収入が，賃金の上昇，農外就労機会の増

加から，前年より17.3%増加したためである。

④ 家計費(略〉

農業経営を支えるもの さて，それでは農業収支にお

ける構成比と，その寄与率がどのように推移しているか

は次の表を見て戴こう。

工頁 目
構成比(%) 寄与率(%)

43年 44 1f 43年 44年

農業収入 100.0 100.。100.0 100.0 
稲作収入 40.6 38.5 43.9 ム 9.6
政府売り 36.4 33.5 32.8 ふ 32.4
自由売り 3.9 4.5 6.4 19.2 
麦 2.0 1.4 2.0 ム 13.5

し、 も 類 1.3 1.4 ム 3.5 2.4 
里子 菜 11.3 12.6 10.0 41.4 
果 樹 6.7 8.3 2.0 45.0 
工芸作物 6.4 5.7 12.2 ，0.11.0 I 
餐 蚕 3.3 2.9 ム 5.8 ム 6.6
畜 産 24.0 25.0 31.9 48.3 
にわとり・鶏卵 8.3 9.2 1.3 
牛 手L 6.8 7.6 21.1 26.1 
豚・その他 8.9 8.2 9.5 ム 8.4
その他農業収入 4.4 4.2 7.3 3.6 
農業支出 100.0 100.。100.0 
肥 料 16.6 15.0 24.0 ム 2.9
宮司 料 32.3 35.6 14.6 73.6 
農 薬 6.6 6.5 8.1 5.4 

小農建具物・農維持具修修繕 4.7 4.6 4.1 3.7 
農用 修繕 1.7 1.5 1.2 ム 0.4
そ の イ也 38.1 36.8 48.0 20.6 

ム・・・・・・減

この表で判るように， 農業収入の増加に対し最も大

きく寄与した作目は， これまでのように稲作収入では

なく，畜産 (48.3%)，果樹 (45.0%)，野菜 (41.3%) 

で，稲作収入は9.6%の減少要因となった。

一方，農業経営の増加に最も大きく寄与したのは飼料

費の73.6%で， rその他」の20.6%を除くと，農薬5.4%
小農具・農具修繕費の 3.7%で，肥料と農用建物維持修

繕費がそれぞれ2.9%，0.4と減少要因となっていること

は注目して良いと思う。
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茶の栽培と

N03-NとNH4-N

京都府立茶業研究所

佐々木襟郎

茶の栽培諸管理のなかでも，窒素施肥は非常に

重要な部分を示している。それは窒素栄養が茶の

成育， とくに収穫部分である新芽の成育量に影響

を与えるだけでなく，価格にして上下約20倍もの

開きを生ずる，製茶の品質にも影響を与えるから

である。

新芽伸育期の一定期間， もす埼ゃーわら埼，

ーこもーなどで被覆を施し，遮光することによ

り，渋味の少ない， うま味の濃い玉露やてん茶を

生産するが，一般の露光下で生産される煎茶にく

らべて，葉内窒素含有率は6"-'7%と，煎茶の5

"-'6%より高い。

また，摘採時期によっても品質が上下するが，

この場合もまた，品質の良い茶の窒素含有率は高

いのが普通である。

このような事実があって，今日まで茶と窒素と

の関係について.施肥，製茶化学，摘採時期な

ど，多面から数多くの試験，研究が行なわれてき

Tこ。
一般に.高等植物が根から吸収する窒素の形態

は，その殆んどがア γモニア態か硝酸態であると

されている。

なかでも，畑地状態下に育つ植物にあっては，

硝酸態がより好適であろうと考えられてきた。そ

の後，植物生理の探求が進むにつれて， この両形

態が植物生理に及ぼす影響等についても，多くの

研究が行われてきた。そして茶についてもア γモ

ニア態のみの存在下でも，十分生育することが明

らかにされている。

茶の栽培にとって，アンモニア態，硝酸態のど

ちらが有利か，言いかえれば，茶はどちらの形態

の窒素をより効率的に利用し得るかとなると，培

地の溶液のPH，他の養素との関連等によって，
画一的には結論できないと言われている。

しかし，少なくとも，一番茶で，これらの条件

が同じときは，露光下では硝酸態，玉露などの遮

と 第三種郵便物認可 (11 ') 科 ~ 子鳴

光下ではアンモニア態の方が吸収，利用されやす

いようである。

ここに示した表，図は重窒素を用いて，両形態

の吸収状態の相違を試験した結果である。

第1表両形態窒棄の共存下で，新芽伸育期の

一定期間に，それぞれの形態で吸収さ

れた窒素量(乾物100g当りmg)
、

露 天

硝窒酸態素 Iア態ン窒モ素ニア
‘._.-，官、

新 牙 256.4 231. 8 196.9 225.5 

古 葉 20.1 9.1 24. 1 8.1 

幹 17.4 9.7 10. 7 10.2 

太 根 22.6 23.0 16. 7 22.5 

細 根 95.5 91. 9 65. 7 73.2 

この数値から，全般的にはいずれの形態，いず

れの光線条件下であっても，この期間に吸収され

た窒素の大部分は，新芽と細根にとり入れられて

いる。

これはたとえば，前年の秋に与えた窒素は，当

時新芽であった部分，すなわち摘採時では古葉と

なっている部分に3 多くとり入れられていること

と合せて，与えられた窒素は，その時期に伸育の

旺盛な部分に，最も効率的にとり入れられるとい

うことである。

本論にもどって，両形態面の相違を比較，検討

するに当って，各部位間，たとえば新芽と幹では

窒素含有率が異なり，そのようなもとで吸収窒素

の総量を論じたのでは意味がない。

そこで，各部位の蓄積窒素に対する吸収窒素の

率を算出し，第2表に示した。

第2表吸収量素/蓄積窒素x100

硝酸態窒素 アγモニア態窒素

露天|遮光 露天|遮光

新 芽 5.57 3.42 4.68 3.86 

古 葉 0.78 0.78 0.32 0.32 

幹 1. 83 1. 03 1. 36 1.15 

太 根 2.93 1. 70 2. 78 2.84 

細 根 5.45 3.57 5.27 4.74 

これによると，古葉はいずれも非常に小さい値

を示しており， しかも露天と遮光との聞に差がな

く，他の各部位とは特異的な存在となっている。

先にも述べたように，新芽と細根ではほぼ同じ
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第 1図 N施用後の日数と新芽への出現状況位の配分になっているが， この 2部位聞の値を比

較すると，硝酸態窒素の方がアンモニア態の場合

より，新芽への集中度が高い傾向を示している。

前表の関係を，硝酸態窒素を 100として，アン

モニア態窒素の場合を比較してみると第3表のと

おりとなり，露天下ではア γモニア態窒素は硝酸

態窒素に比らベ， 74.3，，-，96.7と低い値をしてい

て，硝酸態窒素の方が効率的に利用されることを

物語っている。

しかし， これが遮光下となると 96.7'"'"'132.9と

かえって高い値を示し，その関係は全く逆になっ

てくる。第3表と同じように，第2表の関係を遮

光条件で比較したのが第4表である。

第3表 硝酸態窒素とアンモニア態窒素の吸収窒

素/蓄積窒素率の比較〈硝酸態窒素を100として)

Lザ件 露 天

84.1 

41. 7 

74.3 

94. 7 

96. 7 

遮光
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第4表 硝酸態窒素とアンモニア態窒素の吸収窒

素/蓄積窒素率の比較(露天を100として)，

硝酸態窒素 |アンモニア態窒素

新 芽 61. 5 82.4 

古 葉 99.2 101. 7 

幹 56.4 84.4 

太 中良 57.9 102. 1 

高田 ネ良 65.4 89.9 

これでもわかるように，先の関係は遮光下で，

アγモニア態窒素が積極的に吸収されるのではな

くして，いずれの形態の場合であっても，遮光に

よって抑制されているが，硝酸態の場合はその傾

向が著しく， 57"-'65まで低下するのに対し，ァ γ

モニアの場合はその度合が80台にとどまっており

その差が，見掛け上，遮光下ではア γモニア態窒

素の方が，効率的に利用されているようにみえる

に過ぎない。

第 i図は，被覆茶園の新芽摘採直前 (25日'"'"'3

日〉に両形態窒素をそれぞれ硝酸カリ，硫安の溶

液として土壌に施用した試験の結果である。
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従来，より速効的と考えられてきた硝酸態窒素

の吸収は，ァ γモニア態より遅れているという形

であらわれてきている。これもおそらく先の遮光

の影響であろう。

以上について，栽培管理面から要約すると，

① 露天栽培下では，窒素栄養源として硝酸態の

方が有利で，遮光下では逆にア γモニア態の方

が有利である。

②被覆方法について，遮光度が高く，時期的に

長いということは，窒素吸収面からは不利であ

る。

③ 従来の施肥慣行では，被覆茶の方が葉内窒素

含有率が高いという理由で，露天茶園よりも窒

素が多施されてきたが，被覆遮光が窒素吸収を

抑制していることと，一定の限界内では，多施

が良品質を保障している現実とあわせ，その理

由を再検討する必要がある。

ということになる。

茶の窒素生理については?茶の栽培上非常に重

要な部分であるにかかわらず，まだまだ不明の点

が多い。

窒素形態についても， どちらかー形態の存在下

と，両形態の共存下とでは，その吸収，分布状態

が異っており，生理機構が変化するであろうこと

を示唆している。

しかし，これらのことが明らかになっていない

今日，自然環境下におけるように，両形態窒素の

存在が，最も好ましいと考えざるを得ないのであ

る。
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茶と肥料の

濃度障害について

鹿児島県茶業試験場

士
口 徳重田

はじめに

全国の茶の栽培面積は，昭和35年で49千ha余で
あったが，現在では約53千haに増加し，昭和50年
においては60千haの栽培面積を目標に増殖が計
画されて，増反の一途をたどっている現状である。

茶価もここ数年らい高騰を続け，この高価は増

産に反映し，多収穫が望まれて施肥量も益々増加

する傾向にある。

今までも茶農家の聞では，茶況に応じて施肥量

が極端に変化する慣習があり，甚しく多肥される

こともあった。しかし，肥料の大半は有機質肥料

が用いられ，濃度障害には配慮、がなされ，実害に

至らなかった。

最近，無機質肥料(化成肥料〉の普及が漸次増

加する方向にあって，濃度障害が幼木，成木園に

現われ，多量の肥料が一回に施用されることを指

摘されている。

良質多収と施肥量

茶の収量および品質向上の効果に，窒素肥料が

占める比重は大きい。市販茶の化学成分を調査し

たことがあるが，その窒素含有量について記すと

上級品には6%近く全窒素が含まれ，中級品は5.1
，，-，5.2で，下級品は3.9'"'-'4.8%で?品質がよいと
される商品ほど窒素含有量が多いことを示した。

また，窒素の施用量の増加によって収量，品質

を向上した試験結果が数多く報告されている。現

実に茶農家においては多肥栽培されている。

その一例として実態調査の結果を示すと，10a当
りの窒素の施用量は年間平均97.7kgで，甚しく多
くの窒素が施用されて，その収量は10a当り平均
2，162kgであった。 この収穫量から窒素の吸引利
用率を概算すると25%前後となり，利用率は著し
く低い。ここいらに問題がありそうである。施肥

量をいくら増加しでも，吸引利用率を向上する施

肥法をとらなくては，意味をなさない訳である。

施肥量にも当然、限界が生ずものである。この限

界量については気象条件，土壌条件など種々の要

因があり， 決定が困難であるが， 火山灰黒ボク

に対する窒素の施用量試験の結果は， 1ポット

(20
1
00 a叩吋当り窒素5山は葉が枯れ2000 ~ n ~bÅA，"，~ ) 

落葉する現象を示し，窒素10gの施用によっては
枯死したと報告されている。これらの成績などを

基にして， 10a当りの窒素の施用量は1回に15kg
程度が安全とされている。

成木園に対する標準施肥量は， 10a当り生葉(本
茶)2，000kgを生産する目標の場合には年間窒素
50'"'-'60kgの施用が多い。従って，これ以上の高収
量を得るには，肥料の利用率の向上と施肥量の増

加による方法が考えられる。

このために，従来は有機質肥料が多く使用され

てきた。この有機質肥料の一つの長所は，土壌中

で徐々に分解するので，緩効性という面ですぐ

れ，施肥量を増加できるしp 利用率も高く，茶樹

に対しては理想的な肥料として活用されている。

しかし，資材の不足や，低成分であり，単位成分

当りの値段が高いなどの欠点があって，使用量は

減少する方向にある。

そこでこれらの欠点をなくし，長所をのこした

緩効性肥料につき試験した結果を第 1表に示す。

第1表 緩効性肥料の施肥回数と収量
(対照区を100とした指数)

)!2.b 理 一番茶 一番茶 士番茶 年間

対(秋照区 100 、春、夏硫，7;) 100 100 100 

緩効性複合

じ

秋1団施用
93 75 85 83 

// 

春1回 H
73 97 85 86 

// 

秋春2回 H
107 86 84 92 

// 

秋夏2回 H
105 95 96 98 

この試験は施肥の省力を目的としたので，緩効

性肥料の分施回数を 2回にしたが，慣行の4回分

施したものと同等の収量が得られた。緩効性肥料

区の一回当りの窒素施用量は，慣行区の2倍量が

施されたにもかかわらず， この結果が得られたの

で，緩効性肥料を使用すれば一回の施肥量を増加

できる可能性が十分に考えられた。
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良質多収の茶を生産するには，やはり窒素をい

かにして吸収させるかが，大切ではなかろうか。

茶葉中の窒素含有量が増加すると，緑茶の滋味

に関係のある窒素化合物が多くなる。

すなわちアミノ酸態窒素の増加をもたらし，テ

アニン，グルタミン酸等の含有量がふえて，味が

良い。また，養分の不足をきたさない新葉が収穫

できて，色の良い茶が生産できる。

この意味において，緩効性肥料の施用量につい

て，現在試験し検討している。

肥料の形態，施肥法と障害

畑作物は一般に，アンモニア態窒素より，硝酸

態窒素を好んで吸収して，生育も良いとされるの

が通説であるが，茶樹の試験結果によると第2表

のように，アンモニア態窒素が，硝酸態窒素の施

用より生育が優れることが報告されている。

第 2表窒棄の形態別肥効と施肥量

〈硫安区2gを1∞とした指数)

1ポyト当り
アンモニア態(硫安区) 硝酸態(硝重宝石灰)

N施用量 生育量
全乾
根重量 生育量

金乾
根重量

物重 物重

1 (g) 73 79 91 70 71 76※ 

2 100 100 100 78 88 88※; 

5 76 51 34※ 78 85 74 

10 一 一 ※※ 一 - *・※

(注〉※は葉色貧化，※※は枯死

しかし，施肥量に伴なった過剰障害において，

硝酸態窒素はアンモニア態窒素より著しく軽いこ

とが報告されている。これは植物生理の面から，

硝酸態窒素は過剰に吸収されても，作物体内に多

量に貯えられる能力をもつが，アンモニア態窒素

は多量に集積することなく，他の形態に変化して

貯蔵される。また，過剰に吸収された場合はその

過程で，呼吸作用，光合成作用などを阻害して，

代謝活動を低下し生育が劣るとされている。この

ことを考慮すれば，窒素肥料の増施は，一部を硝酸

態で施用することが望ましいのではなかろうか。

定植前の施肥は活着後の生育が優れることが認

識され，これが実施されているが，条件によっては

逆に濃度障害を受け枯死することが多い。この問

題を解決するため，硫安とCDUで比較検討した。

硫酸アンモニアの施用は，活着せずに枯死した

と 科 学 昭和45年 8月1日
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硫安施用 CDU施用

のに対し， CDUの施用は健全な生育を示し，濃度

障害も見られず.その後の生育は順調であった。

定植後活着したら普通25日"-'1カ月の間隔で窒素

の追肥がなされる。これは生育促進に著しい効果

をもたらしている。しかし，栽培方式と労力の不足

はその実施を困難にしている。この追肥を省く意

味でCDUを定植前に施し，その効果を検討した。
第 3表 硫安追肥とCDU基肥施用 (定植一年後の生育状況〉

処 E里 樹 高 幹 f歪 分枝数

分施備法) 39.2cm 7.2mm 13.3本

C D U -10kg 37.1 7.6 14.8 

" 20kg 38.4 7.4 13.1 

" 30kg 38.1 7.1 13.7 

第3表の結果では， CDUを10a当り窒素成分で

20kgを基肥に施すことによ って，分施区に劣らな

い生育を示して，追肥の省略が可能と思われた。

定植後に，根の付近の塩類濃度が高くなっている

と，発根した根は褐変して，機能を失ない樹は枯

死する。従って施肥位置が問題となってくる。

これについて CDUと硫安を比較した試験結果

は，写真， 2，3の通りで，硫安は根部付近に施すと，

(注)定植1年後の生育

著しく生育を阻害したが，肥料を深く施して根と

肥料の接触を避けると，障害を軽減した。

CDUは根部付近に施しても，生育に影響が現わ

れなかった。これはCDUの分解速度が遅く，土壌

の塩類濃度が高くならず，緩効性肥料の利点を発

揮したもので，濃度障害に対しては安全で，理想

的な定植時の肥料ではなかろうか。
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最近の農薬の動向

需給と価格の見通し

農薬〈殺菌剤・殺虫剤〉については本誌に農研の能勢

先生が解説されているが，この機会に最近における農薬

の生産動向について触れてみよう。

農薬の生産動向

農薬の生産金額は， 44農薬年度(43年10月"-'44年9月〉

には，前年より 17%増加して 881億円， 39年度当時の約

1.9倍となった。

殺虫剤 は前年度にくらべ4%増加し， 39年度に対比

し1.5倍となった。すなわちウンカ， ヨコパイ等の水稲

主要害虫を対象としたカーパメート系殺虫剤，パラチオ

ンに代る低毒性有機りん系殺虫剤の量産化により生産が

増加した。

殺苗剤 の生産金額は前年度を20%上回って， 39年度

の1.9倍となった。とくに，いもち病を対象とした抗生

物質系殺菌剤と低毒性有機りん剤などが増加している。

殺虫殺菌混合剤 は前年度より31%増加し， 39年度の

4.9倍に著増した。

44年度(100)jIT]) 前年対比(%)
r~i 目

生産 1'11，荷 生産 出荷

J雫F久11. 虫 剤 3(54，09. 77 
34，264 

104.0 108.1 (42.2) 

殺 菌 斉リ 2(32，62. 51 2(O2，53. 97 120.1 116.9 

殺虫殺菌剤 7(，84. 75 6(，86. 98 130.6 131. 9 

除 草 剤 1(82，02. 26 
16，784 

139.1 131. 4 7) (20.7) 

殺虫除草，剤
69 72 

79.9 113.3 ( 0.1) (0.1) 

殺 胤 斉リ
604 627 

117.3 126.3 (0.7) (0.8) 

令市 日力 剤
784 762 

144.2 136.2 (0.9) (0.9) 

植物成長調整剤 l(，14. 90 7) 
l(，12. 75 129.8 110.0 

農薬肥料
128 122 

76.3 70.7 (0.1 ) (0.1) 

そ の イ也
132 128 

77.5 74.2 (0.1) (0.2) 

88，135 81，128 116.9 116.5 

注生産と1''''荷欄の( )内は構成比、農林省農政局調

除草剤 の生産金額も前年度を39%上回り， 39年度の

2.1倍となった。

44年度の農薬の生産，出荷金額は前表の通りである。

44年度中の農薬生産金額の主要薬剤別構成比は，殺虫

剤が41%で最も多く，殺菌剤は26%，除草剤は21%，殺

虫殺菌剤は 9%で， 39年当時にくらべると，とくに殺菌

剤の比重が高まり，殺虫殺菌剤の進出も著しい。

近年，農薬の使用増大とその急性，慢性毒性が問題化

するにつれ，低毒性農薬の開発が更に進められている

が，有機水銀剤が全面的に非有機水銀剤に切り替えられ

たのに続き，パラチオン剤， TEPP剤についても44年

末をもって，低毒性農薬に切り替えられており，低毒性

農薬の生産が増加している。

44年度の農薬登録状況新に登録された農薬は1，145件

(殺虫剤438件，殺菌剤214件， 殺虫殺菌剤313件， 除草

剤141件など〉で，再登録は1，109件で， 44年9月末現在

の有効登録数は6，269件で，前年同期にくらべ688件の増

加となっている。

※44年度に新規化合物製剤として登録されたものは31

種〈殺虫剤5種，殺菌剤13種，除草剤10種，その他3種〉

で，新製剤は102種(殺虫剤32種， 殺菌剤10種， 殺虫殺

菌剤43種，除草剤14種，植物成長調整剤1種，その他2

種〉となっている。

また，これを用途別にみると，殺虫剤の新規化合物と

しては稲のニカメイチウ，ツマグロヨコバイ， ウンカ類

を防除対象とした有機りん剤，およびツマグロヨコバイ

ウンカ類を防除対象としたカーパメート剤であり，果

樹，野菜関係では， りんご，みかん等のハダニ類を対象

とした殺ダニ剤，てん菜の害虫防除用として有機りん系

薬剤などがある。

このほか新製剤としては，稲の害虫を対象とした微量

散布用薬剤のほか，稲の病害虫を対象とした混合剤を中

心に，各種の混合剤が依然、として増加している。

殺虫剤の新規化合物製剤では，とくに野菜の病害防除

を対象とする薬剤の台頭が著しく， これらの多くは国内

の開発によるもので，農薬の国産化技術は年々目ざまし

い進歩を示している。

たとえば， ウリ類のうどんこ病，たんそ病，べと病，

トマトの葉かび病，はんてん病，大根のいおう病，ばれ

いしょの疫病等を対象とした薬剤，果樹関係では，かん

きつのかいよう病，桃の灰星病等を対象とした薬剤等の

開発がそれである。

稲作関係で、は，いもち病防除を対象とした有機りん剤

および， しらはがれ病を対象とした有機ニッケル系の薬

剤があり， このほかの新製剤としては，いもち病を対象

とした混合剤が多い。なお微量散布用薬剤としてEDP
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P剤，カスガマイシン剤が登場し注目されている。

殺虫殺菌剤は，前年に引続き，稲の主要病害虫の同時

防除を目的に，新しいいもち病防除剤を中心とした殺虫

剤との混合剤が，そのほとんどである。

新しい製剤形態のものは43種にのぼり，殺虫剤，殺菌

剤の開発と相まって，その組合せも多様化し， したがっ

て製剤の種類も急増している。

除草剤のなかで、は，稲作用防草剤として，ノピエ，マ

ツパイ，その他 1年生雑草の防除に使用する各種の混合

剤が登場した。

畑作用としては，野菜畑を対象とした新しい除草剤の

登場が目立った。このうち新規の化合物製剤は稲作用 3

種，畑作用6種に及んでいる。

最近，農薬工業をめぐる国際化の動きが活発となり，

昨年に引続いて45年1月から第2回目の関税引下げが行

われ，従来の従価16%から14%に引下げられた。また資

本自由化にも備えて国際競争力を強化するため，農薬企

業の体質改善が図られている。

農薬の農村価格の動向を「農村物価指数Jr40年度=
100) によってみると， 量産化や販売競争などによって

弱含みに推移し， 43年度の水準は前年度を1.4%下回る

97.5となり， 44年度も引続き徴落した。

殺虫剤と殺菌剤の値下りによる影響が大きく，除草剤

は横ばい傾向にある。

これからの見通し

1. 需給の動向
農薬はこれまで，稲作，果樹作，野菜作などの防除量

の拡大に伴い，年々かなり消費が増加してきたが45年度

には，農薬消費の過半を占める稲作の生産調整が行われ

るので，前年度をやや上回る程度にとどまると見込まれ

る。

一方，供給面では国際化の進展などから，企業の体質

改善が迫られており，国際競争力の強化と輸出の振興を

図るとともに，引続き低毒性の農薬の開発と，量産合理

化による生産体制の整備が進められるものとみられる。

(1)殺虫剤 低毒性農薬への転換とともにp 殺虫剤の生
産は引続き有機りん系薬剤，カーパメート系薬剤，なら

びにこれらの混合剤が増加するものとみられる。

(2)殺菌剤水稲では，いもち病防除を対象とした水銀

剤にかわる抗生物質系薬剤，低毒性有機りん剤とその混

合剤が引続き増加するものとみられ，紋枯病および白葉

枯病防除薬剤も増加するであろう。

果樹，野菜関係では，とくに野菜病害を防除対象とす

る有機硫黄系薬剤，ジオカーパメート系薬剤などを中心

に，各種の低毒性薬剤が増加するであろう。

(3)殺虫殺菌剤 防除作業の省力化と防除効果の面から

最近需要の強い殺虫殺菌剤は，新しいいもち病防除剤と，

稲の主要病害虫防除剤との各種混合剤を中心に，引続き

増加するものとみられる。

住)防草剤除草剤の消費は，稲作関係を中心に増加傾

向にあるが，今後林業用薬剤もかなり増加するものとみ

られる。また防草剤の開発研究も進んでいる。とくに今

まで比較的効力の及ばなかったマツバイなどに効力を持

つもの，および残効性が長く，散布団数の減少をねらっ

た新薬剤が増加するものとみられる。

2. 価格の動向

45年度における農薬の農村価格は，企業の人件費など

のように生産費の上昇もあるが，量産合理化によって，

全般的には前年度にくらべて，おおむね弱含みに推移す

ると想像される。

殺虫剤ではEPN剤， BHC， NAC剤， MPMC剤，
MPP剤等は弱含みに推移するであろうし，殺菌剤では
カスガマイシシ， EDDP， 1 BP，プラストサイジン
S剤などのいもち病防除剤と，有機ひ素粉剤などは，前

年程度か弱含みに推移するとみられている。

硫酸銅などは，原材料費の値上りでかなりの値上がり

が見込まれている。

防草剤ではPCP粒剤， PC P・MCP粒剤， N 1 P 
粒剤などは前年に引続き弱含みとみられ， 2.4 PA剤，
CAT水和剤などは横ばいか弱含みが見込まれている。
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i f'l劃 1111' 7月の下旬になってやっと “つふ明〈
; あとがき け"が宣言されたと思ったら，手の裏〈

1 串 111111_111111- を返えしたように猛暑の連続。これに
t“光化学スモッグ"というおまけまでついて， 東京
から次第に隣接県に波及して行きそうです。編集子

の居住地域は，東京でも珍らしい恵まれた環境にあ

ったところですが， どうやらお手あげのようです。

東大構内の棒(けやき〉の葉が殆んど全部落ちた

という写真をみましたが， 拙宅の樺の葉も， “わく

ちるにしては，今年は多いよう十

〈す。これも光化学スモッグの影響なのでしょうか?

さて， 45年産米の第1回収穫予想が発表されまし

たが，関東以北が好天に恵まれて， どうやら42年の

大豊作と同じような豊作が予想されているとのこと

です。

減反，休耕など，政府の目標を上回ったはずのも


